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「さとのそら(利根 3号)」の

栽培法を確立して県産小麦を増やす！

（水田農業研究所 米・麦担当 TEL 048-521-5041）

12 月中旬播で収量が低下

栽培暦の作成・配布「さとのそら」の栽培面積と種子特別増殖

年産 H22産 H23産 H24産 H25産 H26産
一般栽培 ha 10 106 240 1,000 5,500
採種ほ ha 3 18 200 200
原種ほ ha 1.3 1.3 5.4 5.4
原原種ほ ha 0.3
特別増殖 ha 0.25
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a） 5,500ha

H26年までに「さとのそら」

へ全面切り替え（予定）

埼玉県の小麦主要品種である「農林 61 号」は、近年の温暖化(暖冬や集中

豪雨)の影響により、年によって収量や品質がばらつくことが問題となって

います。そこで、「農林 61 号」に替わる品種として、「さとのそら」の高

品質栽培技術を検討し、19 カ所の現地ほ場で栽培試験を行いました。

肥料(窒素成分)10～12kg/10a で栽培すると、平均収量は 420kg/10a と「農

林 61 号」より２割程度増え、品質も１ランク高くなり、生産量の増加と収

益の向上が実証できました。現在、平成 26 年産からの転換を目標に、種子

の増殖が進められています。


